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研究成果の概要（和文）：農地の汚染マップは、避難指示や解除、除染、農業対策などに関して、分野横断的に活用で
きる政策立案の基礎資料となる。生活圏における放射線量が可視化されたマップは、地域住民が、今の暮らしの中で少
しでも外部被ばくを減らす方法を考える判断材料として用いることができる。実態調査を行うにあたっては、①復興庁
が総合的な管理を行う、②被害レベルが高い地域から順次作成、③被害レベルに応じて更新頻度を設定、④経費を抑え
た簡易な手法を採用し予算確保、⑤実測は行政・研究機関・民間企業・地域住民の持てる力を最大限活用することが重
要である。

研究成果の概要（英文）：A map of agricultural land pollution is a source document for policy creation, 
and can be practically applied to a cross section of fields related to evacuation instructions and 
rescinding, decontamination, and agricultural countermeasures. A map depicting the visualization of 
radiation levels in the sphere of daily existence could also be used by local residents as a resource for 
choosing methods for decreasing external exposures in their daily lives. In order to conduct a factual 
investigation, it is important that (1) the Recovery Office manages the investigation comprehensively, 
(2) the investigation be made according to the level of damage incurred in an area, (3) the government 
reacts more quickly to respond to the level of damage, (4) the government maintains the budget by 
adopting simple techniques for restraining expenses and (5) the Recovery Office utilizes the maximum 
amount of power held by the government, research institutions, local people, and private businesses.

研究分野： 農業経済学
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１．研究開始当初の背景 
原子力災害が地域社会・経済・産業に与え

る影響について、その全体像は未だに解明さ
れていない。チェルノブイリ事故と異なり、
人口密集地域における放射能汚染であり、現
在も居住・生活・営農を続けながら復旧・復
興をするという世界に類を見ない事故とな
っている。この点で放射能汚染問題に関する
先行研究を直接的に本事例に適用すること
は難しい。 
風評問題の原因は、安全検査の信頼性の欠

如（サンプルの精度）、安全基準根拠の不明
確性にある。その根源的問題は農地の汚染マ
ップが作成されない中でのサンプル調査で
ある点にある。放射性物質分布マップ作成モ
デル事業を通して、緊急的復興課題としての
「風評被害」対策と中長期的復興解題として
損害構造の解明を行い、他地域への普及モデ
ルを作成する必要がある。 

 
２．研究の目的 
本研究では、放射能汚染地域における農産

物の生産・流通段階の安全検査に関して、4
段階検査モデル（①全農地汚染マップ、②農
地・品目移行率、③出荷前本検査、④消費地
検査）を提示し、緊急的復興課題としての「風
評被害」対策と中長期的復興課題として損害
構造（①フロー：域内生産物、②ストック：
域内資源、③社会関係資本）の解明を目的と
する。 
このような体系立てた現状分析がなされ

ない限り実践的な復興計画（除染計画を含
む）の策定は不可能であり、汚染地域におけ
る混乱の最大の原因はこの点にある。申請者
は被害地域に位置する福島大学において震
災に対応して設置された「うつくしまふくし
ま未来支援センター」の産業復興部門担当マ
ネージャーを兼任しており、関係機関、協力
研究者と合同で汚染マップ作成モデル事業
を実施している。本研究の普及が汚染地域の
復興の鍵となる。 

 
３．研究の方法 
本研究は、以下の 3つの取組を 3年間継続

して行った。[取組 1]は対象地区における全
農地放射能汚染マップの作成と継続的観測
及び記録化である。[取組 2]は汚染マップを
基にした４段階検査体制の構築とモデル化
及び普及システムの構築である。ここでは生
産・流通体制の連携が必要であり、産消提携
型の協同組合間協同の取り組みを取り上げ
る。[取組 3]は 3 つの枠組みによる損害構造
の解明である。汚染マップ作成、風評対策を
合わせて、何が毀損され、何が復旧可能かを
明らかにする。 
 

４．研究成果 
本研究では、①農地の放射性物質含有量、

土壌成分、土壌特性といった農地環境、②集
水域の特徴、流量、用水特性、水田環境など

用水環境、③後背山林地、沢水、里山など周
辺環境、④作物ごとの吸収特性（放射性セシ
ウム移行率）における物質循環系を放射性物
質の挙動に注目し、環境要因を考慮した地
域・作物ごとのリスク評価に関して各研究チ
ームの知見を集積して分析を行った。農地の
放射能汚染マップ作成モデル研究及び作物
への放射性物質移行に関する試験栽培に関
しては、福島大学うつくしまふくしま未来支
援センター（FURE）を中心に進めている（H23
年 5 月～）。FURE 農環境復興支援部門ととも
に福島県内5つのモデル地域を対象に農地汚
染マップの作成及び試験栽培を実施し、吸収
抑制対策など現地での運用をモデル的に実
施した。研究成果は下記の業績及び日本学術
会議「原子力災害に伴う食と農の『風評』問
題対策としての検査態勢の体系化に関する
緊急提言」2013 年 9 月 6 日.（申請者が幹事
委員）の一部として発表した。 
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